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湯
江
小
学
校
の
頃
、
珠
算
教
室
に
通
っ

て
い
た
菅
崎
さ
ん
。
当
時
の
森
本
教
頭
先

生
か
ら
熱
心
な
指
導
を
受
け
、
そ
ろ
ば
ん

で
の
計
算
や
数
字
の
世
界
に
夢
中
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
着
実
に
勉
強
を
重
ね
、

小
学
６
年
生
の
時
、
当
時
は
難
関
だ
っ
た

珠
算
１
級
に
合
格
し
、
県
内
２
位
の
成
績

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
業
以
外
で
も
、
中
学
で
は
野
球
で
県

大
会
に
出
場
、
高
校
で
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

で
高
校
総
体
で
活
躍
す
る
な
ど
、
文
武
両

道
に
秀
で
て
い
ま
し
た
。
70
歳
を
越
え
た

今
で
も
、
日
課
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康

維
持
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

　

高
校
卒
業
後
、
数
字
に
強
く
実
直
な
性

格
を
生
か
し
、
長
崎
銀
行
へ
就
職
し
ま
し

た
。
社
会
人
に
な
っ
て
も
真
面
目
で
ま
っ

す
ぐ
な
性
格
は
そ
の
ま
ま
に
、
昭
和
63
年

の
福
岡
県
八
女
支
店
長
を
皮
切
り
に
、
平

成
３
年
か
ら
三
会
支
店
長
、
そ
し
て
平
成

10
年
か
ら
は
有
明
支
店
長
と
し
て
地
元
で

活
躍
し
ま
し
た
。
銀
行
退
職
後
も
有
明
町

商
工
会
事
務
局
長
を
務
め
、
地
元
の
事
業

者
の
育
成
や
支
援
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
「
思
い
返
せ
ば
、
小
学
生
の
頃
に
珠
算
を

通
し
て
積
み
重
ね
た
経
験
と
喜
び
が
、
後

の
自
身
の
将
来
を
築
く
礎
に
な
っ
て
い
た

よ
う
に
思
え
ま
す
。
当
時
お
世
話
に
な
っ

た
先
生
方
や
仲
間
た
ち
に
は
、
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。」
と
、
40
年
以
上
続
け
る

趣
味
の
盆
栽
を
手
入
れ
し
な
が
ら
、
優
し

く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

出
会
い
に
感
謝
し
、
ひ
た
む

き
に
続
け
る
努
力

６

有明地区体育祭で各地区代表者の労
をねぎらう菅崎さん（上）・趣味とし
て 40年以上続けている、盆栽の手入
れを楽しむ菅崎さん（下）



ま
っ
す
ぐ
に

人
生
を
生
き
る

　

若
い
頃
か
ら
自
治
会
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
菅
崎
さ

ん
。
自
治
会
活
動
に
も
自
然
な
流
れ
で
取

り
組
み
始
め
ま
し
た
。

　

現
在
、
地
元
の
浜
西
自
治
会
長
や
有
明

地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会
長
な
ど
を
兼
務

す
る
中
で
、
有
明
地
区
で
の
年
３
回
の
市

民
清
掃
や
地
区
体
育
祭
、
自
治
会
対
抗
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
、
住
民
同
士
が
触

れ
合
う
機
会
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
老
人
会
や
育
成
会
、
自
治
会
な
ど
に

よ
る
鬼
火
の
開
催
を
通
し
て
、
子
ど
も
と

大
人
の
触
れ
合
い
や
体
験
に
よ
る
世
代
間

交
流
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　
「
最
近
は
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
が
増

え
、
地
域
で
の
見
守
り
活
動
が
大
切
だ
」

と
、
菅
崎
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
年
々
近
所

付
き
合
い
が
疎
遠
に
な
る
よ
う
に
感
じ
る

た
め
、
お
互
い
が
気
軽
に
声
を
掛
け
合
い
、

安
全
・
安
心
な
生
活
が
営
め
る
「
支
援
あ

ふ
れ
る
有
明
」
を
目
標
に
、
定
期
的
に
生

活
状
況
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

有
明
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
長
と
し
て
、

65
歳
以
上
の
独
居
老
人
な
ど
を
対
象
と
し

た
、
年
３
回
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
花
見
や

花は
な
そ
う
か
い

草
会
で
の
会
食
な
ど
を
通
し
て
、
絆
づ

く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
島
原
を
担
う
若
い
世
代
の

皆
さ
ん
に
も
、
自
治
会
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
、
何
事
に
も
感
謝
の
気
持
ち
を
持

ち
、
協
調
性
を
培
っ
て
欲
し
い
で
す
」
と
、

将
来
に
向
け
た
希
望
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。 地

域
を
守
り
、
世
代
を
つ
な

ぐ
使
命
を
果
た
す

「人生の達人」
菅
す が さ き

崎 盛
も り あ き

秋 さん (70)
　昭和 24 年、３人兄弟の長男として有
明町湯江で生まれ、育つ。地元の高校卒
業後、長崎銀行へ就職。福岡県八女支店長、
三会支店長、そして有明支店長を務める。
その後も有明町商工会事務局長を務める
など、地域のために貢献。
　平成 27年に浜西自治会長、翌 28年か
ら有明地区自治会連絡協議会長となり、
現在も現役で活動中。他にも有明地区社
会福祉協議会長や固定資産評価審査会委
員長など、幅広い分野で本市の社会活動
に尽力している。有明町湯江在住。
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有
明
地
区
自
治
会
長
会
議
で
、
自
治

会
連
絡
協
議
会
長
と
し
て
会
を
進
行

す
る
菅
崎
さ
ん


